
 

●「原子力平和

利用・原発押付」

キャンペーンの

ため、ビキニ水

爆による被災船

員の存在は第５

福竜丸以外は歴

史から抹消され

た。被災船の三

分の一117隻、

2300名は高知

県の漁船。 

●1954年3月1

日から2か月半、

ビキニ環礁でア

メリカは水爆実

験を6回にわた

って強行。広

島・長崎に続く第3の被爆は、国民に衝撃を与

え、原水爆禁止を求める声が全国に広がり、反

核世論高揚を恐れたアメリカはすぐさま日本政

府に圧力をかけ、

補償金でも慰謝料

でもない、実質「見

舞金」のようなわ

ずか7億2千万円

と未来永劫アメリ

カの法的責任を免

除する文書交換し

政治決着図った。

日米両政府の戦後

最大級の国家機密

扱いとした両政府

の姿勢はマグロ漁業界を縛り、漁船員の口は閉

ざされる経緯を辿る。 

●被爆61年目。昨年公

開させた資料を分析し

た「太平洋核被災支援

センター」の山下正寿

事務局長らによって、被災船員の救済が見えて

きた。 昨年に続き、漁船員の人生と誇りを取

り戻す手助けを県にしてほしいと質問に立った。 

11月1日には土佐清水市で第2回の相談会・講

演会が開催される。漁船員に残された時間は少

なく、救済が急がれる。 

吉良富彦事務所855-9439愛宕商店街 

議会控室       823-9524 県議会内 

 

●
初
孫
を
授
か
り
ま
し
た 

１
０
月
７
日
、
娘
の
佳
子
に
赤
ち
ゃ

ん
が
出
来
ま
し
た
。
切
迫
早
産
で
緊

急
入
院
。
２
か
月
に
も
わ
た
る
絶
対

安
静
後
の
男
子
出
生
に
、
ひ
と
安

心
。
お
医
者
さ
ん
は
じ
め
看
護
師
さ

ん
、
そ
し
て
、
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ 

た
皆
さ
ん
に
、
感
謝 

感
謝
、
感
謝
で
す
。 

ち
な
み
に
、
１
９
４ 

６
年
１
０
月
７
日
は 

衆
議
院
で
、
今
の
平
和 

憲
法
が
成
立
し
た
記 

念
す
べ
き
日
で
し 

た
！ 


